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　第70回通常総会は 5 月23日（木）、午後 3 時
から「新横浜グレイスホテル： 3 F」において、
298社のうち237社（書面議決書含む）が出席し
井口事務局長の司会進行で進められました。
　井口事務局長が開会を宣し、物故者への黙祷
を行いました。丸山副理事長の開会の辞にはじ
まり、続けて石田理事長より挨拶があり、組合
員への謝辞と地域社会への貢献、「次世代に繋
ぐ」持続的成長への意気込みを語られました。
　続いて、永年勤続従業員表彰受賞者 5名に対
して表彰状及び記念品の贈呈、支部運営功労者
6名に対して感謝状及び記念品の贈呈が行われ
ました。
　議長団選任は司会者一任の声をもって、議長
に小堀理事、副議長に木村理事が選任され、議

案の審議に入りました。
　平成30年度事業報告並びに決算報告、令和元
年度事業計画並びに賦課金徴収、役員報酬、収
支予算、組合会館緊急修繕工事の件、令和元年
度における組合借入金残高及び 1組合員に対す
る貸付金の最高限度額、委員会設置規約一部改
正まですべて承認されました。
　最後に、髙橋副理事長の閉会の辞をもって総
会を終了しました。
　引き続いて、同会場 4 Fサフィーアの間にお
いて懇親会を開催、賛助会員28社にご来場頂き、
組合員と合わせ137名ほど参加され終始なごや
かな雰囲気の中、歓談が行われ、午後 6時過ぎ
に閉会しました。
� 事務局　河原
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　組合員の皆様には、日頃
より組合事業にご協力を賜
り、感謝申し上げます。
　第35期の理事に選任され、
一年が過ぎました。理事に
選任された当初は、総務・

財務委員会へ配属され、山口委員長を筆頭に高
田・永井・横田各委員に師事し、多忙な委員会
業務を熟してきましたが、昨年 8月の総務・財
務委員会の席上、事務局より組合会館の修繕に
係る委員会を創設したいとの意向が提起され、
9月、10月の理事会に於いて組合会館長期修繕
プロジェクト委員会の創設ならびに委員の人選
について議案を上程し、理事会にて承認に至り
ました。
　第 1回の委員会が、その年の11月21日に開催
され構成された委員の方々との顔合わせの後、
会館の外壁、屋上防水の現況や空調設備の不具
合等、事務局より説明があり、それら事項の協
議を行った後に建物外周、屋上を巡視した結果、
事態は長期修繕計画ではなく、緊急修繕を実施

しなければならないとの思いに至りました。ま
た、委員会の体制については、12月の第 2回委
員会において委員長を拝命し、委員会会議の席
上、組合会館長期修繕プロジェクト委員会の趣
旨とは異なりますが、会館外壁・屋外防水・空
調設備の緊急修繕を行う重要性並びに必要性を
委員の方々と共有しました。緊急修繕の予算取
りについては、昨年度の修繕積立予算内で横浜
市建築設計協同組合に修繕計画、設計、施工管
理を任せる議案を理事会で承認していただき、
横浜市建築設計協同組合で設計内での概算予算
を算出してもらい、再度、理事会で承認してい
ただき、 5月の総会にて組合員の皆様よりご承
認をいただいた次第です。
　この 1年間の委員会活動は、緊急修繕工事で
手一杯になると思いますが今後は、給・排水管
やエレベーター等の諸設備への老朽化対策を並
行して考えていきますので、組合員皆様の一層
なるご協力、ご支援をお願いいたします。
� 峯岸　博之

組合会館長期修繕プロジェクト委員会
委員長就任あいさつ
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平成30年度第 2回横浜市管工事協同組合・横浜市水道局

連絡調整会議
　去る平成31年 3 月27日に平成30年度第 2回横
浜市水道局との連絡調整会議を開催致しました。
組合からは石田理事長以下、理事・支部長ほか
計35名が出席、水道局からは牛窪給水サービス
部長を筆頭に給水サービス担当部長・サービス
推進課長・給水維持課長・各水道事務所長ほか
計21名にご出席頂きました。
　井口事務局長が司会進行を務め、牛窪給水
サービス部長と石田理事長・髙橋事業委員長よ
り開会の挨拶がありました。出席者による自己
紹介と名刺交換の後、水道局より平成30年度の

委託点検業務及び防災訓練の振り返りや水道法
の一部改正に関する情報提供がありました。水
道法改正に伴う指定給水装置工事事業者の更新
制度では指定の有効期間が 5年間となります。
更新手続き等に関しても方針が定まり次第、情
報提供を頂けるとのことです。吉野給水サービ
ス担当部長と丸山副理事長の閉会挨拶で連絡調
整会議は終了し、その後、各支部と各水道事務
所で意見交換を実施、各々、闊達に意見を交わ
されました。
� 事務局　河原
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令和元年度第 1回横浜市管工事協同組合・横浜市水道局

連絡調整会議
　令和元年 6月 6日（木）に令和元年度第 1回
横浜市水道局との連絡調整会議を組合会館にて
開催致しました。組合からは石田理事長をはじ
め、理事・支部長ほか計35名が出席、水道局か
らは吉野給水サービス部長、鈴木給水サービス
担当部長、給水サービス、給水維持に係る責任
者である課長・各水道事務所長を合わせた計26
名にご出席頂きました。
　開催に先立ち、吉野給水サービス部長から水
道局の現況や災害対応力の強化のため、パート
ナーとして組合の力をお借りしたい。石田理事
長はこれからも水道局と連携し、地域住民の信
頼に応えていきたい。髙橋事業委員長からは応
急給水施設の保守点検受託のお礼とよりよい成
果となるよう水道局と意見交換をしていきたい。

と挨拶がありました。
　引続き、水道局より令和元年度保守点検業務
内容及び保守点検実施時の注意点についての説
明、防災訓練への参加協力や水道法の一部改正、
国際シンポジウムの開催についての情報提供が
ありました。
　閉会にあたり、鈴木給水サービス担当部長か
ら水道局と組合の応急復旧に関する連絡体制の
確立や連携強化を図っていきたい。また、髙橋
副理事長からは本日の出席者へのお礼と多くの
組合員がより迅速に応急給水ができるようにし
たいと挨拶があり、連絡調整会議は終了しまし
た。
　その後、各支部と各水道事務所で意見交換を
実施するなど、実りの多い会議となりました。
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　令和元年 6月 7日（金）に（公）横浜市建築
保全公社と意見交換会を建築保全公社会議室に
て開催いたしました。組合からは石田理事長は
じめ副理事長、各運営委員長、組合職員の計11
名が出席、建築保全公社からは二宮理事長、伊
藤専務理事、秋山常務理事、花井技術部長ほか
幹部職員、担当職員の計11名にご出席いただき
ました。
　開催に先立ち、二宮理事長から建築保全公社
業務への多大なる尽力と、とりわけ学校の空調
設備工事等で機動力を発揮し、工事協力してい
ただいたことへのお礼と互いの信頼関係は重要
で、日頃から顔のみえる関係でコミュニケーショ
ンを図っていきたい。石田理事長からは昨年度
工事の依頼に対するお礼と引き続き工事の安全
面、品質面において切磋琢磨し、信頼関係を築

いていきたい、と挨拶がありました。
　引続き、建築保全公社から令和元年度の事業
計画として経営方針、事業概要、発注方針、工
事予定一覧と平成30年度工事満足度調査結果及
び工事実施状況と検査結果について報告があり
ました。
　意見交換は工事実施に関する安全（熱中症対
策）、安全（埋設物対策）を中心として行われ、
加えて業務の効率化（電子小黒板）、工事品質
の向上（成績評定）等についても活発に議論が
行われました。
　閉会にあたり、建築保全公社伊藤専務理事か
ら本日の意見等は、今後の保全公社の業務に反
映していきたいと挨拶があり、意見交換会は終
了しました。

令和元年度横浜市管工事協同組合・横浜市建築保全公社

意 見 交 換 会
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『第 6 回横浜市管工事協同組合青年部通常総会』 
開催報告他
　令和元年 5月15日に管工事協同組合会館 3階
会議室にて、『第 6 回横浜市管工事協同組合青
年部通常総会』が開催されました。総会当日は
青年部員22名出席のもと、昨年 5月に役員改選
してからの最初の総会でしたが、本部からも丸
山副理事長、井口事務局長にご臨席頂き、滞り
なく議案審議を終える事が出来ました。今年度
は、 7月に北海道で開催される『全管連青年部
協議会通常総会』にも参加するなど、青年部と
しての初の試みも実施され、さまざまな活動予
定も披露されました。
　また、今回活動報告ではないのですが、いつ
もと視点を変えて現青年部の三役の紹介をした
いと思います。
　会長は瀬谷支部㈱鈴木設備工業の鈴木会長で
す。鈴木会長は、青年部会長を引き受けて頂い
ていると共に、昨年から加入している、全管連
青年部の出向理事も務める極めて責任感の強い
方であります。上手く表現出来ませんが、一言
で申し上げると超ポジティブ（笑）。青年部の
会合、行事にとどまらず、本部会合への参加、
陳情、また全管連青年部の定例会への参加など、
会社の仕事も多忙な中、これだけの事を一手に
引き受けて貰えるのは、誰にでもできる事では
なく日々、頭の下がる思いであります。
　つづいては副会長。一人目は、瀬谷支部アク
アテック㈱の石山副会長です。石山副会長は会
長の右腕。いや、もしかしたら会長が石山副会
長の右腕かも…と思うくらいの存在です。青年

部の司令塔といったところでしょうか。青年部
の運営を一手に引き受け、部員に適切な指示を
行う姿には、常々感心させられる次第です。私
なんかでも青年部活動において、何か分からな
い事、困った事があった場合には石山副会長に
相談すると、即座に、適切なアドバイスを頂け
るので、大変頼りになる兄貴的存在です（笑）。
（年齢は私の方がだいぶ上です。）
　つづいて、もう一人の副会長。戸塚支部東洋
水工㈱田中副会長です。田中副会長は青年部内
で研修会、講習会を立案、企画する部署のリー
ダー。 6 月20日に行われる、『働き方改革のセ
ミナー』についても、田中副会長のご尽力によ
り開催される運びとなりました。また、この 3
名の中で唯一、立候補して副会長になられた大
変男気ある田中副会長。そんな田中副会長、プ
ライベートでも今年の 1月に入籍されたばかり
の新婚さん。私も挙式、披露宴にお招きいただ
き出席したのですが、まぁ人間ここまで幸せな
顔ができるかって位、幸せそうなお顔を拝見出
来た事を大変嬉しく思いました。今後の公私に
わたるご活躍を期待しております。
　最後になりますが、この三役を筆頭に青年部
活動を続けております。私は青年部に入って、
いい仲間がたくさん出来ました。興味を持って
頂ける方がいましたら、同じ支部内にいる青年
部員に声を掛けるもよし、支部長に声をかけて
頂くもよし、事務局に問い合わせて頂くもよし。
青年部はあなたの入部をお待ちしております。
� 青年部　永野

青年部活動報告⑴
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　令和元年 5月24日（金）横浜市管工事協同組
合会館 3 階会議室にて、【フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育講習会】を実施しました。
　年号が平成から令和に変わり、横浜市管工事
協同組合青年部としては記念すべき一回目の講
習会でした。
　平成31年 2 月 1 日より「安全帯」の名称が「墜
落制止用器具」に変更されると同時に原則とし
てフルハーネス型墜落制止用器具を使用する事
とそれの使用に際する特別教育が義務付けられ
た事もあり、平日にも関わらず講習会当日は47
名にご参加頂きました。
　講習会では作業に関する知識、墜落制止用器
具に関する知識、労働災害防止に関する知識等
を高め、実技を行いました。
　講習会の中で様々な事故のシチュエーション
映像を見て感じたのは、自身の安全、仲間の安

全、周囲の安全を徹底するためには現場の人間
ひとりひとりに目を配り、声を掛け合うことで
大半の事故は防げると感じました。これは「現
場の監督が指導する」、「安全を管理する立場で
は無い」と言う事では無く、ひとりひとりが安
全に対する意識をもって行動する事で、ありと
あらゆる事故は未然に防げると思いました。
　フルハーネス型墜落制止用器具の義務化によ
り少しでも墜落事故が無くなる事を願い横浜市
管工事協同組合青年部としては第 2回、 3回と
【フルハーネス型墜落制止用器具特別講習会】
を実施することを計画しておりますので次回の
皆様の参加を心よりお待ちしています。
　最後になりましたが、参加された皆様、ご協
力頂いた中小建設業特別教育協会の皆様、お忙
しい中ありがとうございました。
� 青年部　（有）明星設備　鈴木拓馬

青年部活動報告⑵
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  研修会・ボランティア活動を⾏い、各地域での交流を図っている 

 同業者同士のつながりが広がり、仕事⾯で協⼒し合える 

 同世代で親睦を深め、経験知識の交流が図れる 

 気の合う仲間ができ、プライベートでも交流をもてる 

⻘年部ってこんなところ︕ 

横浜市管⼯事協同組合⻘年部 メンバー 

TEL︓045-681-6631 
事務局︓井口 秀一 

http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
ご連絡先 

水道局合同訓練 ⼯場⾒学 ⼯場⾒学

懇親会 

総会 

設備博 

ボランティア活動 

事務局 ︓井口 秀一 

TEL ︓045-681-6631 
http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
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金沢支部

第48回金沢支部通常総会
　令和元年 5月17日午後 5時から金沢支部通常
総会が、金沢文庫、［鳳琴楼］にて開催されま
した。（㈲飯田設備）司会にて総会が始まり、
開会の挨拶を髙和管設㈱髙橋理事より、平素よ
り組合事業へのご協力のお礼と、 8社中 7社の
出席ですが議案審議のほど宜しくお願いします
と挨拶の後、金子支部長（㈱金子産商湘南）よ
り、年号が、平成から令和に代わり新しい時代
を迎えましたが、金沢支部では、 3月末に支部
員が 1社脱退となり、 8社になり少数での支部
運営になりますが、これまでと同じように活発
な活動行えるようご協力お願いいたしますとご
挨拶を頂きました。
　続いて、議長の選出、金子支部長（㈱金子産
商湘南）、書記選出（㈲飯田設備）飯田栄）指
名し、議案審議に入りました。第 1号議案から
第 5号議案までを、原案どおり可決、承認され
ました。
　議案終了閉会の挨拶は（アオキ工業㈱）青木
孝信様より支部員の皆様のご協力により第48回
金沢支部通常総会が無事終了いたしましたと、
お礼とご挨拶を頂き、閉会となりました。
　引き続き同場所にて、髙橋理事より理事会報
告及び支部会議の後、懇親会が開催され、昨年
の支部研修旅行や家族交流会の話題の他、美味
しいお酒と料理に盛り上がる中、懇親会は終了

しました。
　今回の支部総会では、前年度までの支部会計
を担っていた有賀工業㈱様が自由脱退となり、
役員改選の年ではないのですが、急遽後任に㈱
神奈川保健事業社、光村様にお願いし、快諾し
ていただきました。
　時間がない中、会計の役を引継ぎ、収支決算
報告及び今年度の収支決算計画議案を審議する
事が無事でき支部員一同、快く引き受けてくれ
た同社に深謝いたしました。
� 金沢支部編集委員　㈲飯田設備

支部だより
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平成31年度第 1回青葉支部役員会
　平成31年 4 月27日（土）に、青葉支部第 1回
役員会を恒例の「礒くら市ヶ尾店」にて行いま
した。内容は令和元年 5月18日（土）に開催予
定の第25回青葉支部定期総会についての打合せ
です。今回の定期総会は、役員改選は有りませ
んので、時間配分について大德支部長が定期総
会の資料を読み上げ、事前チェックを行い、当
日の各役割等の確認など、大まかな定期総会に
係る打合せが終了しました。
　次に、前日に管工事協同組合から、メールに
て連絡があった災害時における資機材保有状況
について、如何に早く各支部員さんから返事を
頂けるのかについての打合せとなりました。大
型連休が入りますので、各班長さんに集計をし
て頂き、大德支部長がとりまとめることにしま
した。更に今年度も委託点検業務が昨年同様引
き続き有りますので、昨年作業をされた方々に

担当して頂く事となり、続いて事業委員会の委
員をされている中嶋理事から、委託点検業務の
説明等が有りました。
　今回の役員会は、議題も多かったので皆さん
お疲れの様でしたが、此れから懇親会の開催と
なりました。勿論乾杯の音頭は、内野会計監査
で幕があけました。疲れきった処に美味しいお
酒やお料理が加わりますと顔色が変わって和や
かな顔色と変わっておりました。懇親会の話の
中でも此れからの青葉支部の発展や若い人たち
の育成等について、真剣に話し合いがされまし
た。
　我が青葉支部の発展の為に、研修会や厚生事
業について、どのように行ったら効果的なのか
を議論しました。 5月になりますと、年号が令
和に変わります。青葉支部の皆さん、平成の時
代同様、令和の時代も青葉支部の活動に宜しく
ご協力をお願いします。
� チーム青葉　青葉支部　支部長　大德　稔
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青葉支部

令和元年度第25回青葉支部定期総会
　令和元年 5月18日（土）に、令和元年度第25
回青葉支部定期総会を新横浜グレイスホテルの
シャーロットにて開催致しました。新横浜グレ
イスホテルにおきましては、此の 3年間お世話
になっております。今年度は、役員改選の年度
ではありませんので、当日は17時から定期総会
を開催しました。総会では、加藤幹事長の司会
の言葉により幕が開き、続きまして大德支部長
の挨拶が有りました。議長は、高橋さんです。
議案も第 1号議案から第 5号議案まで進み、此
れらの議案も賛同を得て成立致しました。
　さて青葉支部定期総会が終わりましたら、皆
さんが待ちに待っておりました懇親会の開催で
す。懇親会も加藤幹事長のかろやかな司会で幕
が開き、大德支部長の挨拶が続き、内野会計監
査の乾杯の音頭で懇親会に突入致しました。流

石、青葉支部要の音頭取り内野さんです。美味
しい食事やお酒を堪能しております時にも、此
れからの青葉支部の活動や若い方々の育成につ
いても大いに語られました。又今年度の事業で
も有ります福利厚生事業・宣伝活動事業の方向
性等についても話し合いが有りました。
　更に昨年同様、水道局・環境創造局の委託点
検業務が始まりますので、大德支部長より皆さ
んの協力無しには進まない事業なので、再度協
力を御願いしますとの話があり、場が盛り上が
りました。時間が過ぎるのは早いもので、17時
からの総会開始に始まり、懇親会と進み、最後
に前支部長の若林さんによる 1本締にて第25回
青葉支部定期総会の幕を20時に閉じ終了致しま
した。
　今年度も昨年同様、青葉支部の活動がますま
す活発になる様、支部員の方々宜しく御願い致
します。
� チーム青葉　青葉支部支部長　大德　稔
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戸塚支部

50周年を迎えて
　戸塚支部は、今年 1月にめでたく創設50周年
を迎えました。
　当支部は、昭和44年 1 月に南支部より独立致
しまして、後に昭和46年に瀬谷支部、昭和63年
に泉支部・栄支部が分離独立してから平成の時
代になり、創設20周年、30周年、40周年と、そ
してこのたび創設50周年を迎えました。この間
を振り返りますと、日本経済はバブル景気の崩
壊など、めまぐるしく激変してまいりました。
今日に至るまで相互扶助の精神に則り、幾多の
試練を克服しライフラインを担う水道業界の振
興と支部員の健全なる発展に貢献してまいりま
した。これもひとえに歴代の支部長をはじめ、
歴代役員、歴代支部選出理事の方々の献身的な
努力と支部員の皆様の不断の事業活動の賜物で
あります。
　当支部では、この創設50周年を祝して 1月26
日（土）に戸塚法人会館にて、記念式典・祝賀
会の開催、記念誌の発刊を行いました。平成30
年の総会にて事業計画として立案されました内
容を、記念事業実行委員会を立ち上げ、支部員・
役員の皆様より多くの意見やアイデアを頂きま
して開催することが出来ました。金子副支部長
が実行委員長となり、事業担当役員の藤田様が
式典・祝賀会を、編集担当役員の加藤様が記念

誌をそれぞれ取りまとめました、もちろん支部
員がそれぞれ補助として協力して全員参加にて
取り組みました。
　当日は、第一部が記念式典、第二部は新年賀
詞交換会を兼ねた祝賀会の構成です。支部員や
来賓に御出席頂きまして、55名と多くの皆様よ
り御祝いのお言葉を頂ました。
　第一部記念式典では地曵支部長、山口理事、
川辺顧問の挨拶に続き、御来賓の水道局戸塚水
道事務所二見所長、組合本部より髙橋副理事長、
泉支部吾妻支部長、栄支部横田理事、関係議員
の先生、材料商社の皆様より御祝いのお言葉を
頂きました。記念の節目にあたり、永きにわた
り支部運営に貢献されました支部員、加藤謙次
様（株）加藤設備、田中國夫様（株）東洋水工、
金子繁夫様（株）金子工業所の 3名に支部運営
永年功労者表彰と、支部行事に御協力いただい
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ております（株）小泉神奈川に感謝状が贈呈さ
れました。
　第二部は、司会の青年部田中顕輔副会長の開
会挨拶で祝宴の始まりです。地曵支部長、来賓
の皆様より挨拶を頂き、乾杯になります。前支
部長であり現在支部の相談役である、田中國夫
様（株）東洋水工の御発声で祝宴のスタートで

す。御祝い事ですから歓談中は料理やお酒が進
みます。祝宴の後半は、アトラクションでマジッ
クショーのアリスさん、ステージはすぐ近く、
ひとつのマジックが終わるたびに皆さんビック
リした様子で飲酒もあり大変盛り上がりました。
　最後に事業担当藤田様の挨拶で祝宴の閉会と
なり、御臨席頂きました皆様に支部より心ばか
りの記念品と今回発刊致しました「とつか50周
年記念誌」をお渡しして解散となりました。
　創設50周年記念事業の開催にあたりまして、
8ヶ月と長期間にわたり準備を進めて、記念行
事の開催まで、また記念誌の発刊まで担当役員
の皆様、そして協力して頂きました支部員の皆
様、最後になりますが関係各位の皆様に御理解、
お力添えいただいたおかげでの開催が出来まし
た誠に有難う御座いました。

� 戸塚支部員
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第51回通常総会開催
　 5月25日（土）戸塚区の割烹「丸美家」にて、
第51回通常総会を開催致しました。
　当日は、 5月としては気温が高く、支部員の
皆様は正装にてお集まり頂きましてありがとう
ございました。
　通常総会は、司会担当の（株）昭和工業　齋
藤様より開会の挨拶、地曵支部長より支部の事
業また次年度にむけたお話、山口理事より組合
本部事業に御協力頂いている御礼と挨拶を頂き
ました。総会議案につきましては金子副支部長
が議長となり、 1号から 5号議案を各提案者に
より説明があり全ての議案が承認されました。
　総会後には、同会場にて懇親会が開催され、
地曵支部長、山口理事の挨拶の後、来賓の皆様
より御挨拶を頂きました、組合本部より丸山副
理事長、泉支部より吾妻支部長、協力関係材料
商社の（株）小泉神奈川、泉営業所、大船営業

所、港南営業所の各所長の皆様、そして今年度
より支部顧問を御願い致しました地元の中島市
会議員、坂本市会議員、いつもお世話になって
おります北井県議会議員と、多くの皆様よりあ
たたかいお言葉や御挨拶を頂きました。加藤監
査役の乾杯の音頭にて、懇親会のスタートです。
割烹「丸美家」さんは、和食で季節の食材を使っ
たたいへんおいしいお料理でお酒も進みます。
戸塚支部の次年度の行事や組合本部への意見や
希望、隣接支部とのつながり、材料商社とのお
取引関係の事、そして今年度から大役をうけて
頂いた支部顧問の市会議員の先生と、懇親会の
場において、多くのお話をさせて頂きました。
　金子副支部長の中締めにより懇親会が大盛況
で終わりまして、新年度は令和元年度の新しい
元号になり、戸塚支部も皆様方のお力添えにて
益々活発に活動していきますので宜しく御願い
致します。
� 戸塚支部員
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あなたのお店紹介シリーズ －186 －

　　株式会社　エステック
　　代表取締役　横山　敦子
　　横浜市南区共進町2-49-1
　　YOKOHAMA BLDG 2 F

　令和に改元されて最初に株式会社エステック
さんを紹介させていただきます。
　ですが、エステックさんが加入されたのは平
成30年 3 月なんです。南区の編集委員の怠慢で
年号が変わってからの紹介になってしまったこ
とを深くお詫びいたします。
　事務所にお伺いしてまず目を引かれたのが、
エントランスの鏡に飾られた花でした。そして
きれいにされている事務所に入っても花がたく
さん飾られていました。「あぁ、やっぱり女性
が社長をされている会社だなぁ！」と感じさせ
てくれます。
　40年余り前にそれまで営業されていた配管材
料販売に加え、給排水衛生設備工事業を始めら
ましたが、創業当時は、取引先の不払いなどで
大変なご苦労をされたとお伺いしました。ご自
身のご努力と横山社長の誠実なお人柄や、細や
かな心配りに惹かれた仕入れ先や協力業者の応
援で逆境を乗り切られ、今では従業員23名がフ
ル回転でゼネコンの仕事をこなされています。

　すべてのお仕事に真摯に取り組まれ、大変お
忙しい横山社長ですが、南支部で経理部長もお
引き受けいただいてお世話になっております。
　また、日曜日にはご自身が率いていらっしゃ
るソフトボール部の監督もつとめられ、こちら
の方も精力的に活動されていらっしゃいます。
　令和の夢は、土木工事と溶接工事を業種に加
えることと後継者育成とお伺いしました。明快
で筋が通っているのに熱意が伝わってくるその
お話ぶりから、夢は間違いなく実現されるだろ
うと思いました。
　今回お話をお伺いできて本当に良かったと
思っております。お忙しいところ取材をさせて
いただきありがとうございました。
� 旭支部編集委員　永野
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あなたのお店紹介シリーズ －187 －

　　有限会社　千田組
　　代表取締役　千田　龍
　　横浜市磯子区中原 2 丁目 1 -10
　　寺田ビル 2 F

　 3月に組合へ加入していただいた「有限会社
　千田組」さんを、今回はご紹介したいと思い
ます。磯子支部に所属していただき、支部員一
同感謝しています。
　千田組さんは、「代表取締役　千田　龍」さん、
「取締役　千田　菊平」さん、「取締役　千田　
早苗」さん、「取締役　奥山　雄一」さんを頂
点に、昭和51年に設立された千田組はガス工事、
検査、設計などの事業を中心に神奈川、東京、
千葉エリアで事業を展開する創立40年の企業だ
そうです。
　従業員も80名を超える優秀な人材がそろって
いると伺いました。
　今までガス工事全般で貢献されてきた千田組
さんは、このたび水道事業にも参戦されること
に。
　代表の千田社長はとっても気さくな方で、今
回の取材にも快く応じてくださいました。
　「本来アナログという言葉は、途切れること
のない連続した時間や量のあり方を指す言葉だ
そうです。
　それは、決して途切れてはならない、持続的
なガス管設備の安全確保などを業務にしている
私たちの仕事にふさわしい言葉ではないでしょ
うか。
　連続したチームワーク。
　連続した作業。
　連続した明日への希望。
　私たち千田組はアナログであることを誇りに

思い、アナログであることを大切にして、これ
からも皆さまのお役に立ちたいと願っていま
す。」とHPでも仰っています。
　こんなひたむきな社長は、美食探求が最近の
ブームだそうで、札幌支店を新たに開設した際
に、札幌の街を徘徊…いや、おいしいお店を探
して歩いたそうです。
　社長おすすめは、餃子の「キリン」さんだと
か。私的には、今度テイクアウトをお願いして
みようかと。
　今回の取材では千田社長のサポートとして「川
出　公共工事課長」がご一緒してくださいまし
た。支部の窓口を任されている川出課長は、聞
くところによるとギターを長年弾いていらっしゃ
るそうです。
　ロック方面で腕を振るったそうなので、一度
演奏を聴いてみたいと思いました。フェンダー
と、今は懐かしいグレコを所有しているそうで
す。
　千田組HPに、「今後はガス関連で培った技
術と経験をもとに、さらに多様な領域へ軸足を
移していきたいと考えています。
　しかし、そのときも千田組を支えるバックボー
ンは、社員ひとり一人がかく汗であり、机上の
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計算ですむデジタルではなく現場を動かすアナ
ログの力であるだろうと思います。
　これからもそのバックボーンを大切にしつつ、
いっそう社会に貢献できるよう全員が力を合わ
せ、努力を重ねてまいります。」と書かれてあ

ります。
　横浜市管工事協同組合にまた頼もしい仲間が
増えたことを、磯子支部だけでなく、全組合員
が心強く思っています。
� 磯子支部編集委員　石田　朗
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1 ．理　事　会
石田理事長以下20名
平成31年 4 月18日㈭　15：00～
　①パート（アルバイト）採用について
　②第70回通常総会提出議案について
　③�委員会設置規約並びに常設委員会業務規
程の一部改正について

　④顕彰規程に基づく表彰について
　⑤共同受注工事配分について
　⑥修繕紹介に係る登録組合員承認について
平成31年 4 月25日㈭　15：00～
　①第70回通常総会提出議案について
　②�令和元年度横浜市（水道局・環境創造局）
委託点検業務組合手数料、支部世話人手
数料及び単価について

　③請負業者賠償責任保険について
令和元年 5月16日㈭　15：00～
　①共同受注工事配分について

2 ．委員会等
▼総務・財務委員会
山口委員長、峯岸副委員長、高田委員、横田
委員、永井委員、田野口専務理事、井口事務
局長
平成31年 4 月10日㈬　15：00～
　①顕彰規程に基づく表彰について

　②組合員の法定脱退について
　③パート（アルバイト）採用について
　④第70回通常総会提出議案について
　⑤�令和元年度賦課金徴収（案）承認につい
て

　⑥第70回通常総会役割分担（案）ついて
　⑦令和元年度給与について
　⑧支部活動補助金の支出について
　⑨�組合ホームページWEBサイトリニュー
アルについて

　⑩�委員会設置規約並びに常設委員会業務規
程の一部改正について

　⑪貸付金の状況について
　⑫金銭出納の確認について
平成31年 4 月23日㈫　正午～
　①第70回通常総会提出議案について
　②総会に係る諸事項の確認について
　③請負業者賠償責任保険について
　④金銭出納の確認について

▼事業委員会
髙橋（眞）委員長、小堀副委員長、宮本委員、
中嶋委員、田野口専務理事、井口事務局長
平成31年 4 月15日㈪　15：00～
　①平成31年度水道局委託業務について
　②�平成31年度環境創造局委託点検業務につ
いて

令和元年 5月13日㈪　15：00～
　①�令和元年度水道局委託点検業務における

会　議
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交通誘導員について
令和元年 6月 6日㈭　14：15～
　①令和元年度水道局委託点検業務について
　②�令和元年度第 1回水道局との連絡調整会
議について

▼共同受注・資材委員会
髙橋（光）委員長、小松副委員長、金森委員、
田野口専務理事、井口事務局長

▼共同受注検査委員会
木村委員長、平澤副委員長、月山委員、佐々
木委員
平成31年 4 月15日㈪　14：00～
　①共同受注事業配分状況について
　②資材売り上げ状況について
　③�平成31年度共同受注工事施工希望者募集
について

　④�平成31年度給排水設備修繕に係る登録店
の状況について

　⑤給水本管取り出し講習会について
令和元年 5月13日㈪　14：00～
　①共同受注事業配分状況について
　②資材売り上げ状況について

▼組合会館長期修繕プロジェクト委員会
石田理事長、丸山副理事長、髙橋（光）副理
事長、峰岸委員長、山口副委員長、永井委員、
木村委員、高田委員、髙橋（眞）委員、横田
委員、蒲原委員、難波委員、田野口専務理事、
井口事務局長
令和元年 5月 9日㈭　15：00～
　①�組合会館緊急修繕工事について（予算概
要書・空調設備の見積）

　②組合会館緊急修繕計画の日程について
　③その他
令和元年 5月17日㈮　 15：00～
　①�組合会館緊急修繕工事について（外壁吹
付のアスベスト調査・引張試験の見積書）

　②工事発注に係る現場説明書について
　③その他
令和元年 5月28日㈫　15：00～
　①�組合会館緊急修繕工事の指名業者選定に
係る業者について

　②その他
令和元年 5月31日㈮　15：00～
　①�組合会館緊急修繕工事の設計業務につい
て

　②その他
令和元年 6月 5日㈭　15：00～
　①�組合会館緊急修繕工事の設計業務につい
て（図面確認、工事費積算業務確認、工
事説明書図書確認、現場立ち合い、業者
選定枠）

　②その他

▼支部長会
三役、委員会委員長、18支部長
令和元年 5月16日㈭　16：00～
　①本部よりの報告事項について
　②支部からの要望事項について

▼機関誌編集者会議
18支部編集者、丸山副理事長、田野口専務理
事、井口事務局長
令和元年 6月11日㈫　15：00～
　①第483号「浜管たより」の編集について
　②第484号「浜管たより」の編集について
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　令和初の浜管だよりをお手に取っていただき
ありがとうございます。新元号「令和」の出典
は古典の万葉集からで、日本の国書である万葉
集からの出典は初めてとのことで話題を呼びま
した。「和」はこれまでの元号で19回も使われ
ている一方で、「令」は、元号で初めて使われ
た漢字だそうです。この漢字「令」には、立派
な、おめでたい、喜ばしいという意味があるそ

うです。新しい時代の始まりとして、「令和」
には新元号にふさわしい意味が込められている
気がします。
　戸塚支部では、今年平成最後に創立50周年を
迎えました。
　平成から令和へ、「令」の新しい文字、そし
て「和」を持ってよりよい組合となるように組
合活動に自分自身も組合を盛上げていきたいと
思います。
� 　戸塚支部　編集委員　加藤　高生

　組 合 員

　　・㈲ベル・テック 代表者　鈴木　　昭 港南区笹下 3 -39-51

　　・㈱塚原設備 代表者　塚原　寿文 港北区新横浜 1 - 4 - 7 -902

組合員及び賛助会員の新規加入状況
（平成31年 4 月～令和元年 6月）
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ネットワーク保守サポート

ＯＡ機器の販売・設定

東横システム株式会社 東京都大田区池上５－７－１２

担当：石橋一郎、菅原岬 電話０３－５７４８－８１４１

■複合機、ビジネスホン、パソコン、サーバー ■ホームページ作成 ・ リニューアル作業
■セキュリティ製品（ＵＴＭ、ウイルス対策） ■オーダーメイドシステム（ソフト）
■ネットワーク構築、ＶＰＮ 、現場設営レンタル ■EPSON ｽﾏｰﾄﾁｬｰｼﾞ、印刷機オルフィス
■オフィス関連商品（オフィス家具、ＬＥＤ） ■各種ソフトウエア（ＣＡＤ、申請、会計・・・）

■パソコンやサーバーのトラブル対応 ■機器の貸し出しサービス

■ネットワーク構成図の作成 ■ネットワーク構成図の作成
■遠距離操作によるリモート対応 ■ＬＡＮ、無線ＬＡＮ構築、配線作業
■サーバーバックアップのエラー通知
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取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

✉vis-3315@crocus.ocn.ne.jp有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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